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に、RCT デザインによる介入研究を実施して、成人 ADHD 者が自律訓練法を実践することの有効性が、
無条件の自己受容尺度を指標として検討された（研究 3）。以下に、それぞれの研究の概要を示す。 














行い、その信頼性と妥当性を確認した。結果として、無条件の自己受容尺度の原版の 1 因子 20 項目と





研究 3：ADHD 者の無条件の自己受容向上に関する自律訓練法の効果の検証 











・自律訓練法を 8 週間継続することにより、ADHD 者の無条件の自己受容が顕著に向上すること。 
・それ以外の効果として、ADHD 者の特性不安水準が有意に軽減するとともに、能動的注意制御が改
善しセルフエスティームが向上する傾向がみられること。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
本論文において、成人 ADHD 者が自律訓練法の実践を継続することで、否定的な自己評価が軽減し、
無条件の自己受容が顕著に向上することが確認された。また、本研究を通して独自に開発された日本版
無条件の自己受容尺度は、自律訓練法によって促進される受動的受容の効果の指標として適しているだ
けでなく、その尺度で測定される自己受容の程度が、不安水準や抑うつと負の相関関係にあり、セルフ
エスティームと正の相関関係にあることが確認されている。成人 ADHD 者の二次障害として、高い不安
水準や低い自己受容や低いセルフエスティームが問題とされてきたが、それらを改善するための支援の
方法として自律訓練法が有効であることを、RCT を用いた介入研究によって確認している。以上のこと
から、本論文は、有効な測定尺度の開発や介入効果の検証などの学術的意義に加えて、ADHD 者に対す
る支援の選択肢を広げた実践的意義を有する研究として高く評価できる。 
令和元年 12月 26日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（体育科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
